家庭礼拝　2011年10月12日　コリント第Ⅱ　12章　私の恵みは十分である
　賛美歌436　十字架の血に　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌504　主よ、み手もて
起
パウロは、またもや、10章11章に続いて、誇りを語ろうとしています。ですが、この12章の誇りは、今までとはちょっと違います。それは人間世界を超えたような不思議な話なのです。パウロは、本当は語ってはいけないようなことを語ってしまったのかもしれません。コリントの人々を思うあまり、本当の愚か者になって語ってしまったのかもしれません。ですが、私たちにとっては、このことのおかげで、パウロの今まで知られなかった不思議な体験のことを知ることができました。それは本当に不思議な体験なのです。パウロ自身でさえも、それがあまりに不思議な体験であったので、自分のこととしては語れず、ある第三者の体験として語っています。そして、そのような体験をした人を知っていることを、私は誇りに思うというような言い方で、その体験が本当のことであり、誇るべきものであることを伝えようとしていたのです。
なぜパウロはこれほどまでに、自分を赤裸々に告白し、誇らざるを得なかったのでしょうか。この時期は、パウロの苦しみと迷いとが頂点に達した時期だったのではないでしょうか。パウロは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、そして行き詰まりの状態の中でもがき苦しんでいたのです。コリント教会の中には、愛と信頼ではなく、争い、ねたみ、怒り、党派心、そしり、陰口、高慢、騒動などが渦巻いており、パウロもその行き詰まりの中でどうしようもなく苦しんでいたのだと思います。

ですが、パウロの姿勢には頭が下がります。私たちだったら、そのようなところはさっさと捨てて、次のところに向かうでしょう。そのような不信が渦巻くようなところで、どうして身を削ってまで、奉仕する必要があるのだろうと考えてしまうでしょう。誰も自分たちを、求めていないのにどうしてそこまで奉仕する必要があるのだろうと考えてしまうでしょう。ですが、パウロはまるで、這いつくばってでも前に進む人のように、たとえ愚か者になって、自分を誇るものになっても何とかコリントの人々を、正しい信仰へと導きたいという思いに駆られているのです。それはもちろんコリントの人々を愛しているからという説明もできるでしょうが、それだけでは超えられない深みがあります。それはきっと神様から与えられた、愛の大きさ、使命の大きさがそのような人間的な思いをはるかに越えて前に進ませていくのだろうと思います。パウロたちを、コリントの人々が求めていなくても、神様はパウロたちにその宣教を求めていたのです。そのようなすさまじい状況の中で、パウロはついに今まで語ったこともないようなことを語り始めたのです。
承
パウロは１節でこのように言ってその体験を語り始めました。
２コリ 12:1　わたしは誇らずにいられません。誇っても無益ですが、主が見せてくださった事と啓示してくださった事について語りましょう。

そういって、主が見せてくださったことと啓示してくださったことといいながら、その体験を自分の体験としてではなく、自分の知っているキリストに結ばれた一人の人の体験として語ったのです。それは2節から3節に言葉少なに簡潔に語っています。これほどの体験をこんなに短い言葉で語っているのです。
２コリ 12:2　わたしは、キリストに結ばれていた一人の人を知っていますが、その人は十四年前、第三の天にまで引き上げられたのです。体のままか、体を離れてかは知りません。神がご存じです。

２コリ 12:3　わたしはそのような人を知っています。体のままか、体を離れてかは知りません。神がご存じです。

２コリ 12:4　彼は楽園にまで引き上げられ、人が口にするのを許されない、言い表しえない言葉を耳にしたのです。

　パウロはこの様に、その人が14年前に第三の天にまで引き上げられたと語りました。第三の天とは天国の一番上の天国です。人間では生きて帰れない天国の場所です。そしてそれは、体のままか、体を離れてかは知りません。神がご存知です。と2節、3節で2回繰り返して言っています。パウロ自身、それがどのような状態であったのかの意識はなかったのでしょう。ですが、それが本当であることを、神がご存知ですと、２回も言わざるを得ませんでした。私はこの出来事は、ダマスコへの迫害の途上でのイエスキリストとの出会のことだろうと思っていました。ですがこのダマスコでの出来事は西暦３３年の話です。コリント第一は西暦５５年コリント第二は５６年頃に書かれたものですから、２２,３年の年月が過ぎています。パウロの言う１４年前の話とは違うのです。１４年前というと西暦４１,２年の話です。その頃、パウロはダマスコでのイエスとの出会いのあと、タルソスに引きこもりバルナバが異邦人伝道の助けを求めてくるまでは、音沙汰なく暮らしていた頃なのです。ただ一説には、パウロはタルソスやアンティオキアなどで、独自に異邦人伝道を行っていたので、その地方には異邦人のクリスチャンが多くおり、バルナバもパウロに一目置いたということです。このころの社会情勢は混沌としたものでした。地方の反ユダヤ感情が高まって、いろいろな虐殺や争いが起こっていたころの話です。また、ヘロデによるクリスチャンへの迫害が起こりヤコブが殉教し、ペトロが逃避した時期にあたります。もしかすると、このころにパウロはこの特異な体験をしたのかもしれません。パウロは、楽園にまで引き上げられ、人が口にするのを許されない、言い表しえない言葉を耳にした。と言ったのです。それはどんな言葉で、どんな意味かはわかりませんが、たぶん歓喜と畏れに満ちた神様の言葉を聴いたのでしょう。そしてパウロは５節でこういいました。
２コリ 12:5　このような人のことをわたしは誇りましょう。しかし、自分自身については、弱さ以外には誇るつもりはありません。
パウロはこのことを自分の経験だとは言いませんでした。そして、自分自身については弱さ以外に誇るつもりはありませんと言って、自分を誇ることを避けたのです。だが、たとえ誇ったとしてもそれは真実だから愚か者にはならないでしょうと6節で言います。6節7節を見てみますと。
２コリ 12:6　仮にわたしが誇る気になったとしても、真実を語るのだから、愚か者にはならないでしょう。だが、誇るまい。わたしのことを見たり、わたしから話を聞いたりする以上に、わたしを過大評価する人がいるかもしれないし、

２コリ 12:7　また、あの啓示された事があまりにもすばらしいからです。それで、そのために思い上がることのないようにと、わたしの身に一つのとげが与えられました。それは、思い上がらないように、わたしを痛めつけるために、サタンから送られた使いです。
パウロは、天に上げられた人を彼は、と第三者的に語っていながら、一方で、私を過大評価する人がいるかもしれないとか、あの掲示されたことがあまりにもすばらしいからとか、自分の体験として語っているのです。そして、パウロは不思議なことを言いました。その天に上げられた体験があまりにもすばらしかったので、思い上がることのないようにと、私の身にひとつのとげが与えられました。といいました。このとげという言葉は小さなとげというよりも、刑罰などで、人の体に打つ杭のようなものなのだそうです。ですからそのとげが与えられるということは、死ぬほどノタ打ち回る苦しみを被ることをいっています。その苦しみをパウロは思い上がらないように私を痛めつけるために、サタンから送られた使いですといいました。この病気に関しては、癲癇ではないか、マラリヤではないか、といろいろな仮説がありますが、それはいずれにしても周期的に襲ってくる大変な苦しみだったのです。その病気のために、医者のルカがずっと付き添っていたようです。そしてパウロは、この苦しみに耐えかねずに、主に願いました。8節から10節です。
２コリ 12:8　この使いについて、離れ去らせてくださるように、わたしは三度主に願いました。

２コリ 12:9　すると主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ」と言われました。だから、キリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう。

２コリ 12:10　それゆえ、わたしは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、そして行き詰まりの状態にあっても、キリストのために満足しています。なぜなら、わたしは弱いときにこそ強いからです。
パウロは三度も主に願ったのです。パウロの祈りは普通は叶えられます。ですから、一度目に祈ったときに、そのことが叶えられなかった事を不思議に思ったことでしょう。二度目に祈ったときにも叶えられず、三度目に祈ったときに、主よどうしてなのでしょうかと祈ったのではないかと思います。そしてそのとき主は答えられました。「わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ」
パウロはこの病がサタンの使いだと言っています。ですが神様はパウロの願いを叶えることなく、私の恵みはあなたに十分であると言いました。このとき、パウロは癒されない病の意味を知ったのです。

私たちは、力は強さであると考えています。強いものが力を発揮するのだと考えます。弱ければ力がないのだと思ってしまいます。信仰は逆説の世界です。常識がいつもひっくり返る世界です。イエス様は、パウロに力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだといったのです。この弱さは私たちの弱さです。ですがこの力は私たちの力ではなく信仰の力、神の力です。私たちが弱くなって空しくなって神にゆだねるほど、その神の力は強くなるのです。イエス様が、パウロに私の恵みはあなたに十分であるといったとき、あなたにはその弱さが十分に与えられている、自分ではどうすることもできない苦しみを取り除けない弱さがある、だから神の力を求める弱さが十分なのだ、といっているのです。パウロの弱さは、たとえサタンの使いによるものであっても、自分の力ではどうしようもない苦しみを知ることです。その苦しみを知って、自分の弱さを知るのです。そしてパウロはその言葉を聴いて、キリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう。と言いました。パウロは弱さにあるとき、キリストの力が自分のうちに宿っていることを知ったのです。弱さの意味、サタンの使いの意味を知ったのです。だから、パウロは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、そして行き詰まりの状態にあっても、キリストのために満足しています、と言いました。それらは、キリストが内に住んでくださるための恵みだからです。そして、私は弱いときにこそ強いからですと、高らかに宣言するのです。

私たちもこの弱さを誇れるでしょうか。思い通りにならない弱さ、人から辱められる弱さ、どうしようもない弱さを、主が内に住んでくださる恵みとして喜び、それを誇るものとして誇ることができるでしょうか。それが出来るとすれば、それこそが信じることの素晴らしさ凄さではないでしょうか。信仰以外では得られない、恵みではないでしょうか。
転
パウロは、天上の出来事から一転して、また現実のコリント教会の問題に戻ります。そして、私は愚か者になってしまった、あなた方がそうさせたのだ。私が使徒であることの印をいろいろと示したのに、あなた方は私を推薦してくれず、あの大使徒達について行ってしまったと愚痴を言っているのです。そしてあなた方には何の負担もかけなかったのに、悪賢くて、あなたがたからだまし取ったということになっています。と、その誹謗中傷に恨み言を言っているのです。確かにパウロはコリントの人々から自分の為の生活費は受け取らなかったのだけれども、たぶん、貧しい人々のためにとかエルサレム教会のためにとか言ってコリントの人々から募金を募っていたのが、まるでパウロがそれをくすねているような言い方を陰でしている人がいたのだと思います。そうでなくては生活できるはずがないだろうと思っていたのです。そこで、パウロはパウロがコリントの人々に何を一番求めているのかを語りました。それは決してお金ではなかったのです。14節にあるように、「わたしが求めているのは、あなたがたの持ち物ではなく、あなたがた自身だからです。」と言うことなのです。これは私たちが捧げものをするときに考えなければならない大切なことです。私たちは、ある程度の献金をすると、これで十分だろうと思ってしまいます。実はこれはとても危険なことです。なぜなら、神様が求めているのは私たちの僅かばかりの持ち物ではなく、私たち自身だからです。捧げものは、私たち自身をささげる印として、献金をしたり、奉仕をしたりしていると言うことを忘れてはいけないのです。ですからいくら捧げても十分ではなく、私たちすべてを捧げて初めて神様は喜んでくれるのです。実は献金や献身はとても小さなことなのです。これで十分と思ったとき、私たちは捧げものの意味を完全に失っているから危険なのです。むしろささげきれない罪の深さを感じているほうが、信仰的であり、正直なのです。
コリント教会から、騙し取っているのではないかと言う疑いは、パウロだけにではなく、テトスに対してもかけられました。パウロはいったいそのように言うのはどうしてなのかと訴えます。そして19節で
わたしたちは神の御前で、キリストに結ばれて語っています。愛する人たち、すべてはあなたがたを造り上げるためなのです。

と、自分たちの働きはただ、あなた方を作り上げるために行っている純粋な業であることを理解してほしいと訴えているのです。これは決して自己弁護ではないのだといっているのです。
そして20節、21節で一転して、コリント教会への攻撃に変化します。

２コリ 12:20　わたしは心配しています。そちらに行ってみると、あなたがたがわたしの期待していたような人たちではなく、わたしの方もあなたがたの期待どおりの者ではない、ということにならないだろうか。争い、ねたみ、怒り、党派心、そしり、陰口、高慢、騒動などがあるのではないだろうか。

２コリ 12:21　再びそちらに行くとき、わたしの神があなたがたの前でわたしに面目を失わせるようなことはなさらないだろうか。以前に罪を犯した多くの人々が、自分たちの行った不潔な行い、みだらな行い、ふしだらな行いを悔い改めずにいるのを、わたしは嘆き悲しむことになるのではないだろうか。

　こういってしまった言葉に、パウロは後で悔やむのです。コリントの人々をさらに悲しませることになってしまったと心配し、テトスに様子を知らせてくれるように頼んだわけです。
結
　パウロは、心配し、あせり、愚か者になって誇ってみたり、恫喝するようなことを言って悔いてみたり、非常に不安定な状態にありました。それは、手塩にかけて育て、イエスキリストの花嫁として、純潔なままで捧げようとしていたコリントの人々が、今まさに汚され、キリストから離れてしまうのではないのかという焦りでした。パウロのことを誹謗中傷するようなコリントの人々を、お前たちのことはもう知らない、自分で救いを見出せばいいと、放り出すことは出来なかったのです。どんなに非難されても、どんなに嫌われても、それでも、どうか私を信じてほしい、私の知らせるイエスキリストと繋がっていて欲しいと願い、わたしが求めているのは、あなたがたの持ち物ではなく、あなたがた自身だからです、と切なる訴えをしたのでした。
　ここの箇所は、パウロらしくない、焦りを感じるところでもありますが、パウロの、赤裸々な思い、人間味のある思いを感じるところでもあります。結局は、この思いがコリントの人々に通じて、コリントの人々は悔い改めることになるのです。それが、コリント第二の手紙で、テトスがマケドニアまで来たパウロに知らせたことでした。

　パウロは決して聖人君子などではなく、純潔な娘を思う父親のような人でした。それが私たちの心を打つのではないでしょうか。
（1分間黙祷）
（祈り）
天の父なる神様、今日のみ言葉に感謝いたします。
私たちが誇るべきものは、主の力が宿ってくださる私たちの弱さそのものだと教えられました。私たちはその弱さを隠し、強さを誇ろうとします。大きな間違いを犯し続けていました。どうかあなたの御力が満たされることを信じて、私たちの弱さを誇るものでありますように。私たちの弱さを隠すことがありませんように。そして、あなたが私たちに求めているものは私たち自身であり、私たちのお金でも物でもないことを改めて、思うことが出来ました。どうか捧げものをして、自己満足することがありませんように、自分の至らなさを悔い改めるものでありますように。
　今の時代は、信仰者がどんどん少なくなっている時代ですが、そのようなことにとらわれることなく、この時代の証人として、信仰を持ち続けることができますように。信じられることがどんなにすばらしいことなのかを証しする生活を続けていくことが出来ますように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆主から示された事

２コリ 12:1　わたしは誇らずにいられません。誇っても無益ですが、主が見せてくださった事と啓示してくださった事について語りましょう。

２コリ 12:2　わたしは、キリストに結ばれていた一人の人を知っていますが、その人は十四年前、第三の天にまで引き上げられたのです。体のままか、体を離れてかは知りません。神がご存じです。

２コリ 12:3　わたしはそのような人を知っています。体のままか、体を離れてかは知りません。神がご存じです。

２コリ 12:4　彼は楽園にまで引き上げられ、人が口にするのを許されない、言い表しえない言葉を耳にしたのです。

２コリ 12:5　このような人のことをわたしは誇りましょう。しかし、自分自身については、弱さ以外には誇るつもりはありません。

２コリ 12:6　仮にわたしが誇る気になったとしても、真実を語るのだから、愚か者にはならないでしょう。だが、誇るまい。わたしのことを見たり、わたしから話を聞いたりする以上に、わたしを過大評価する人がいるかもしれないし、

２コリ 12:7　また、あの啓示された事があまりにもすばらしいからです。それで、そのために思い上がることのないようにと、わたしの身に一つのとげが与えられました。それは、思い上がらないように、わたしを痛めつけるために、サタンから送られた使いです。

２コリ 12:8　この使いについて、離れ去らせてくださるように、わたしは三度主に願いました。

２コリ 12:9　すると主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ」と言われました。だから、キリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう。

２コリ 12:10　それゆえ、わたしは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、そして行き詰まりの状態にあっても、キリストのために満足しています。なぜなら、わたしは弱いときにこそ強いからです。

◆コリントの教会に対するパウロの心遣い

２コリ 12:11　わたしは愚か者になってしまいました。あなたがたが無理にそうさせたのです。わたしが、あなたがたから推薦してもらうべきだったのです。わたしは、たとえ取るに足りない者だとしても、あの大使徒たちに比べて少しも引けは取らなかったからです。

２コリ 12:12　わたしは使徒であることを、しるしや、不思議な業や、奇跡によって、忍耐強くあなたがたの間で実証しています。

２コリ 12:13　あなたがたが他の諸教会よりも劣っている点は何でしょう。わたしが負担をかけなかったことだけではないですか。この不当な点をどうか許してほしい。

２コリ 12:14　わたしはそちらに三度目の訪問をしようと準備しているのですが、あなたがたに負担はかけません。わたしが求めているのは、あなたがたの持ち物ではなく、あなたがた自身だからです。子は親のために財産を蓄える必要はなく、親が子のために蓄えなければならないのです。

２コリ 12:15　わたしはあなたがたの魂のために大いに喜んで自分の持ち物を使い、自分自身を使い果たしもしよう。あなたがたを愛すれば愛するほど、わたしの方はますます愛されなくなるのでしょうか。

２コリ 12:16　わたしが負担をかけなかったとしても、悪賢くて、あなたがたからだまし取ったということになっています。

２コリ 12:17　そちらに派遣した人々の中のだれによって、あなたがたをだましたでしょうか。

２コリ 12:18　テトスにそちらに行くように願い、あの兄弟を同伴させましたが、そのテトスがあなたがたをだましたでしょうか。わたしたちは同じ霊に導かれ、同じ模範に倣って歩んだのではなかったのですか。

２コリ 12:19　あなたがたは、わたしたちがあなたがたに対し自己弁護をしているのだと、これまでずっと思ってきたのです。わたしたちは神の御前で、キリストに結ばれて語っています。愛する人たち、すべてはあなたがたを造り上げるためなのです。

２コリ 12:20　わたしは心配しています。そちらに行ってみると、あなたがたがわたしの期待していたような人たちではなく、わたしの方もあなたがたの期待どおりの者ではない、ということにならないだろうか。争い、ねたみ、怒り、党派心、そしり、陰口、高慢、騒動などがあるのではないだろうか。

２コリ 12:21　再びそちらに行くとき、わたしの神があなたがたの前でわたしに面目を失わせるようなことはなさらないだろうか。以前に罪を犯した多くの人々が、自分たちの行った不潔な行い、みだらな行い、ふしだらな行いを悔い改めずにいるのを、わたしは嘆き悲しむことになるのではないだろうか。
PAGE  
1

